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敷島町では町内に残されている遺跡をあらためて見直し、町の遺産として位置付け、その調査、保護を積極的

に行っております。

調査いたしました金の尾遺跡は山梨県の弥生時代を代表する遺跡であり、過去の調査によって多くの成果が蓄

積されております。今回で 6回目の調査となり、遺跡西側の様相が一部解明され、その成果を本書に収めること

ができました。

遺跡の所在地は、敷島町において現在もっとも開発が進んでいる地域であり、一挙に調査を行うことは困難で

あります。しかし、たとえ小規模な面積であっても調査を行いそこから得られる情報によって地元地域の歴史環

境を復元していくことは行政として重要な責務と考えております。

最後に今回の調査に対しては株式会社ブルーアースの文化財保護行政にたいする深い理解のもとに調査が進め

られ、また、多くの方々よりご指導、ご協力を賜り記録保存として報告書が刊行できましたことを心から感謝申

し上げます。

平成 11年 (1999)7月                       敷 島町教育委員 会

敷島町文化財調査会

例

1。 本報告書は、山梨県中巨摩郡敷島町大下条に所在する金の尾遺跡の発掘調査報告書である。

2.本調査は、株式会社ブルーアースによるスポーツクラブ施設建設に伴う発掘調査である。発掘調査から報告

書刊行までの経費は株式会社ブルーアースが負担した。

3.本調査は、敷島町教育委員会の指導のもと、敷島町文化財調査会と株式会社ブルーアースとで取り交わした

協議書に基づき同町教育委員会と同町文化財調査会が行った。

4.調査組織  調査主体者  敷島町教育委員会生涯教育課・敷島町文化財調査会
調査担当者  大蔦正之 (敷島町教育委員会生涯教育課主任 )
調査事務局  敷島町文化財調査会

5。 発据調査は平成 8年 11月 12日から11月 29日 まで行われた。整理作業及び報告書作成は敷島町教育委

員会文化財整理室で行った。

6。 本書の執筆、編集及び遺物、遺構の写真撮影は大蔦正之が行った。遺構の空中撮影は株式会社フジテクノが

行った。

7.発掘調査ならびに報告書作成にあたり、次の方々、機関よりご指導、ご協力を戴いた。ここにご芳名を記 し

て厚く感謝申し上げる。

田代 孝、末木 健、坂本美夫、出月洋文、小林健二 (山梨県埋蔵文化財センター)
中山誠二、森原明廣 (山梨県教育委員会 )、 羽中田壮雄 (敷島町文化財審議会 )

皆川 洋 (竜王町教育委員会 )、 山梨県埋蔵文化財センター、池谷建材店  (順不同、敬称略)
8.発掘調査、整理作業参加者

浅川松子、飯室久美恵、石川弘美、長田由美子、尾澤玉枝、小林明美、三枝延子、末松福江

関本芳子、高添美智子、近浦工治、保坂広昭、保延 勇  (敬称略)
9。 本調査で得られたすべての遺物、記録は一括して敷島町教育委員会に保管してある。

例

1.出上遺物一覧表中、実測図中および写真図版中の遺物番号は統一したものである。したがって写真図版を掲

載していないものもあるため同図版は必ずしも連続番号とはならない。
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じ め  に

」R中央本線竜王駅の北側に広がる金の尾遺跡は、南北約 400m、 東西約 300mの 広範囲にわたる遺跡で
ある。昭和 52年の発見以来今回も含めて 6回におよぶ調査が行われている。この結果縄文時代前期から平安時

代中期までの遺構、遺物が発見をされ金の尾遺跡の歴史的環境の復元も僅かではあるが可能となり、遺跡全体の

重要性がますます高くなってきている。

今回の 6次調査では民間企業の開発によるもので、面積は3004fと僅かであったがこれまで調査が行われず

空白地帯であった遺跡西側の様相の一部を解明することができた。

なお、便宜上第 1回 目の調査を 1次調査とし、調査順に数字を付すこととする。

6次調査の標高は285mを 測る。

第 1章 遺跡をとりまく環境

1.遣跡の立地と地理的環境

遺跡の所在する敷島町は、甲府盆地の北西端部に位置し、県都甲府市の西方に隣接する。町域は南北約 1 5km、

東西約 4 kmで、南北 |こ細長い帯状を呈している。町のゴヒ部は大刀岡山など茅ケ岳・ 黒富士火山によって形成され

た千m級の山々が点在する山岳地帯である。また、町の南部は奥秩父山系の金峰山に源を持つ荒川によって形成

された扇状地域となっている。町域の北部約 8割が山間地帯、南部の約 2割が扇状地 (一部丘陵地)である。こ

の扇状地上に市街地が広がり、また、多くの遺跡も分布している。

金の尾遺跡は、敷島町東部を南流する荒川によって形成された扇状地の扇央部分に位置し、荒川右岸、貢川左

岸の自然堤防上に営まれた遺跡である。遺跡西方には敷島、双葉両町にまたがる道尾山に源をもつ小河川の貢川

が南流し、遺跡南端において東に流れの向きを変える。また、遺跡の東側には南北に河川の痕跡が認められる。

これは過去において数度となく水害を齋らした荒川の跡と考えられる。このことから、過去においては、丁度北

方を除いた三方を河

'IIに

囲まれた状態で遺跡が存在していた時期もあったことになり、地形的に微高地上に形成

されていたことがうかがえる。

2.遺跡周辺の歴史的環境

6次調査地点から南東へ約 300mに 位置する 1、 4次調査地では縄文時代前期末の十三菩提式期や中期の勝
坂期式、藤内式期、後期の曽利式期の遺物や住居跡が調査されている。また、弥生時代後期に営まれた住居跡 3

3軒、これら住居に伴うものと考えられる周溝墓跡も26基を数え弥生時代後期における生活域と墓域が明瞭に

なった好例であり、山梨県における弥生時代研究の重要な位置をしめる遺跡となっている。また、 4次調査地点

の隣接地で行われた 5次調査では、弥生時代末と考えられる壼棺が土竣墓より埋葬時のままの姿で出上している。

これらは弥生時代から古墳時代にかけての埋葬方法を探る上で大変重要な資料となろう。金の尾遺跡周辺の古墳

時代遺跡をみると、前期では遺跡北方約 400mに所在する御岳田遺跡、北東約 800mに 位置する松ノ尾遺跡
があげられよう。両遺跡とも集落遺跡であるが遺跡の全容はまだ明らかにはなっていない。なお、御岳田遺跡の

調査において水晶製の丸玉末完成品 1点が原石と共に出土しているが、加工施設などは発見されていない。また、

金の尾遺跡では 2次調査において前期住居跡 1軒、後期住居跡 1軒、 4次調査において前期住居跡 1軒が調査さ
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れている。更に今回の6次調査において環濠遺構中から多量の前期に位置付けられる土器類が出上している。

遺跡の位置する甲府盆地北西部周辺における古墳の出現は6世紀に入ってからである。遺跡の北東、荒川対岸

の甲府市千塚の千塚古墳群や同市湯村の万寿森古墳、更には遺跡西方に所在する双葉町双葉 1号墳、仲 、

竜王町中株塚古墳 (赤坂台古墳群)などがあげられる。金の尾遺跡のある敷島町は東方に千塚古墳群、西方に赤

坂台古墳群が位置し、後期群集墳に囲まれた地域といえよう。本来敷島町にも両古墳群に属す古墳が多く存在し

たが田畑の開墾整備などによって消滅し、現在では遺跡北方 1.6 kmに所在する大庭古墳 (円墳、未調査)と北

方約 2.6 kmの大塚古墳 (円墳)が残るのみである。

遺跡の北西約 2.2 kmには県内最古の窯跡として知られる天狗沢瓦窯跡が存在する。7世紀後半に位置付けら

れる3基の登り窯を持ち、県内初見の意匠である中房蓮子 1+6の素縁、有段縁 2種類の素弁八葉蓮華文鐙瓦や

男、女瓦などが出上しており、本県古代史上重要な遺跡である。現在までのところ需要先である遺跡は発見され

ていないが、平成 9年に行った松ノ尾遺跡 2次調査において遺物包含層中より3点の布目瓦片が出上している。

この瓦が天狗沢のものであるか否かは現在調査中でありその結果を待ちたい。

平安時代遺跡では前述の御岳田遺跡、松ノ尾遺跡で平安中期から後期にかけての集落が発見されている。特に

松ノ尾遺跡からは3次に渡る調査の結果、中～後期住居跡 26軒、掘立柱建物跡 (総柱)1棟の他、遺物として

銅造阿弥陀如来坐像 2躯 (1躯は鍍金を施す)、 緑釉耳皿、銅製金具、多量の墨書土器などが出上しておリー般

集落とは異なる特別な性格をもった遺跡と考えられる。

金の尾遺跡では2次調査で 1軒、 5次調査で 3軒の住居跡が調査されている。いずれも前期末から中期にかけ

てのものである。

鎌倉時代以降においては、敷島町は志麻庄に属し京都松尾大社、五摂家の一つ九条家などの荘園地であったと

考えられている。

金の尾遺跡周辺は以上のように山梨県史における各時代の重要な遺跡が点在する地域となっている。

-2-



醒劉 金の尾遺跡推定範囲

金の尾遺跡第 6次調査地点

御岳田遺跡

松ノ尾遺跡

天狗沢瓦窯跡

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

E 大庭古墳     軒

F 八幡遺跡 (竜王町)
G 元免許遺跡 (竜王町)
H 往生塚古墳 (双葉町 )

第 1図  遺 跡 位 置 図
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l淡白色二 粘性な晩 しまり強。全体に5mHl前後の長石、lmm前後の石案を含む砂粒層。
2茶福色上 粘性Ⅲ。しまり魂 全体に金雲母を含む無砂粒層。
9淡 白色二 粘性なし。しまり斑 2～ 8mmD長石、2mm前後の石奏を査む砂粒層_Э決口色二 粘性なし。しまり魂 2～ 8mmD賽石、2mm前後の石英を含む砂粒層。
4黒褐色i粘 性後。しまり強。441に金雲母、篠砂粒を含む。
5黒褐色上 粘性礁 しまり魂 全体に金雲苺、薇砂地を含む.5黒褐色上 粘性礁 しまり魂 全体に金雲母、篠砂粒を含む。
6淡灰色上 粘性なし。しまり弱。3mm前後の長石を含む砂駆 。
7淡 白色二 粘性なし。しまり強。2～ 8nllllの長石、2mm前後のを7淡 白色土

`粘
性なし。

8茶褐色亀 粘性中。ι
7浚 日色二 粘強なし。しまり強。2～ 8nllllの長石、2mmnt後 の石英を含む砂社層。
8茶褐色亀 粘性中。しまり強。44に金雲母を含む欲砂粒層。
9黒褐色五 活性強。しまり強。全体に金雲母、篠砂粒を含む。
0暗茶褐色士.粘性なヒ しまりなし、白色粒子 金雲母を含tFa砂粒層_粘性な愧 しまりなし。白色粒子、金雲母を含む無砂粒層。

性魂 しまり強。全体に金雲母、搬砂粒を合h11黒褐色二 粘性魂 しまり強。全体
12淡索褐ζム 粘性なし。しまりなし。そ簸盤粛踪町銀母鷲脇鏃鑽選盟解

筋'穣玲trp胡。
14黒褐色亀 粘性強。しまり強.全体に金雲母、微砂粒を含む.14暴褐色二 粘性預。しまり強。全体に金雲母、徹砂粒を含む。
lS砂募層。20～ 40mm前後の豪、emmM後の受石,石英を含む。
16談灰色亀 雅性なし。しまりな晩 lmm前後の受石、石英を含む。

8 284

C 234

遺 構 配 置 図
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1淡白0二 お性なし。しまり斑 全体に5mm前後の長石、lnan後の石英を含む砂粒層。
2茶褐色二 粘性中。しまり魂 全体に金雲母を含む微砂制薔。
3淡白色二 お性なし。しまり強。2～8mmDR石、2Ш前後の石薬を含む砂泣層。
4黒褥色五 粘性魂 しまり礁 全体に霊雲母、篠砂粒給 帆
S浜白色五 X4L/FLしまり強。2～ 8mmの長石、2mmm後の石薬を含む砂粒層。
6晴灰色二 粘性を嗚 しまりなヒ 金雲Ht多く含む砂層。
7浜白色二 粘L/r呟 しまり魂 2～ 8anの長石、2man後の石英を合trpw層。
3淡白色亀 雅L/rレ しまり魂 2～ 3mmD長石、2mmM後の石英を含む砂粒層。
9砂要E。 20～4tlan前後の凛、3mm前後の長石,石英を書帆

ユ淡白色士。粘性な愧 しまり魂 全体に5Hull前後の巽石、lmm前後の石英を含む砂粒層。
2茶褐色士。粘性中。しまり強。全体に金雲母彦含む微砂粒層。
3淡白色二 粘性なヒ しまり礁 2～ 8mmD長石、2mm前後の石英を含む砂粒層。
4泰褐色二 粘性中。しまり強。4trに金雲母を含む篠υ粒層。
5淡白色二 粘性なし。しまりな愧 lmm前後の長石、石案を含む砂粒層。
6淡自色亀 猫性なし。しまりな晩 amH前後の長石、石案を含む砂粒層。
7茶褐色土。44/rし。しまりなし。長石、石英を含む砂粒層。

|  |  |

第 2図



環 濠 跡 (第 2図 、図版 2)

概   要

形状・規模

第 2章 遺構と遺物

A'

第 3図  1号 土 坑

-5-

建物建設予定地にほぼ沿って北北東から南南西にかけて確認された。

調査区内では長さ55。 7mを測る。遺構は更に区域外の南北に及んでいるため全長を把握

するには至っていない。

幅はA,A′ 間が最も深く1.45m、 B,B′ 、C,C′ 間は共に 0。 7mを測った。

壁は北側部分において40° とやや角度を持って立ち上がりV字型を呈す。中間においてそ

の角度は30° 前後と緩やかな傾斜となりU字型へ変化する。南側部分において再び角度を持

ち、V字型を呈すが深さが浅いためそれほど急には感じられない。

遺構底部より弥生土器が4点、磨製石鏃 1点、打製石斧 5点が出上している。また、lmほ

ど堆積した第 3層砂粒層中より古墳時代前期土師器が全面から出上している。

土   坑 (第 3図 )
1号土坑

概   要   グリット8に位置する。環濠の西側上場部分にあり長、短軸ともlm、 深さ2 5 clllを測る。
壁は下場がやや内側に入るフラスコ状を呈す。

平面形は円形で土坑と環濠の上層関係から環濠が堆積した後に造られていると考えられる。

遺物は出上しなかった。

A  284
1.茶褐色土。粘性中。しまり強。全体に砂粒を含む。
10mm前後の黄掲色上がプロック状に堆積する。



[第 1表] 遺物観察表 (土器)

No 器 植 器 形 計 Hl11画 】含土 色 調 爾 素 能 。布 凝 の 籍 留 グリット

1 弥生土器 浅鉢 輛酪
朧

0.ううCm
12,9 cm
A'お 蘭

笠 張 苺 、

欅 給 む 暗茶褐色 良

内向口辺部槙万同のハクロ。

外面体部ヘラ磨き。
依 執 下 単 ハ ル 日絡 睦 主 _

G-2

2 弥生上器 浅鉢

君再働      r. ■ cm
口径   14.3 cm
庫ぞ丞     A ∩ βm

/4環、4ク窮堕

を多く含む
キメ/Rい

淡茶色 良 内面底部から体部にかけてヘラ整形。 G-4

3 弥生土器 甑

喬 局

口径

庫 盛

ｃｍ

ｃｍ

輛

う

２

７

イ

４

Ｒ

托″秘 τ 毛″ヽ

含みキメ粗い 淡茶色
― 魏 量 魯 ゝ

良

内面体部横方向のハケロ。内面下半ハケロ後、
磨き。外面体部斜め方向のハケロ。外面下半
ハオ日格 慇芸_藤凱に言盛1♪罐の口嗣歩者十

G-5

4 弥生土器 重 納唯
確

■8.l cm
10.5 cm
ll R●m

盆 要 薄 、長 れ 、

石英を多く含む 淡茶色
r一気量魯ゝ

良

外面口辺部から体部に縦方向のアヽケロ。
体部から底部に斜め方向のハケロ。
内面口切蔀構方向のハケロ本

G-7

5 土師器 高郷

働
定
径

希
推
底

ｃｍ

ｃｍ

ｃｎ

１

０

７

９

３

８

径ロ
小礫、長石、
石英構 む 明茶褐色 不良

好部内面口辺部斜め方向の磨き。
不都外面縦方向の磨き。 G… 2

6 土師器 高郷 口密隻   13,7 cm キメ粗V 明茶色 良 杯部内面に磨き。 G-6

7 土師器 高郷 推定口径 13.8 cm 小礫を含む 茶褐色 良 G-2

土師器 器 台

器面
推定口径
蛙 帝 庫 基

強

ｃｍ

れ

４

７

食

９

８

１

紗 柾 輛 trか
キメ細かい 明茶色 良

脚部に回径1,4cmの円孔が3ク廓穿た
れている。器受都中央に直径1.05cm
の口詔歩捧ぅ

G-5

土師器 器台 底径   10.5c節
υ 種 を多 く百 み

キメ粗い 茶褐色 良

脚部に直径0.8craの 円孔が3ケ所雰たれて
い税 外面脚部ヘラ磨き。一部朱付着。
堅 導 諫 由 工 r言 基 6oぉ れ ゐ ロ コ ≫ 持 ぅ

G-8

土師器 器台 口径    9,4 cm 砂粒、小礫を含む 茶褐色 良 器受都中央に直径1.3cmの 円孔を持つ。 G-4

土師器 器 台 推定口径 iO,7 cm
υ租修 く百み
キメ粗い 淡茶色 良 器受部中央に直径0.9cmの 円孔を持つ。 G-4

土師器 器台 口径    9,8 cm キメ紳かく緻密 茶褐色 良

口遭部槙ケア住上ty。 器賞部門画ヘフ

磨き。脚部外面ヘラ削りによる整形。
緊 馨 蔀 中車 与工宙 各 lrmの ロ コ 夢持 っ _

C―C

土師器 器 台 口雀:    8.8 cm
■mm同 電つ電V′

小礫を含み緻密
内面 櫛色

外百 案褐色
良

口辺 部 積 す ア 往 上 げ。希 父 HIS獨 回 ヘ フ

磨き。円孔周辺にクレーター状の剥離痕。
巣 馨 都 中車 に亡 徳 1企mの 口 翠 み持 つ ^

G-6

土師器 器台 口径     9,6 cm
彼 要 博 、長 43、

石英緒 む 黒茶色 良

日迎 郡 凍 ア ア 僅 上 ty。 希 箕 ffb円 回 ヘ フ

磨 き。
哭 馨 熱 中 車 に 首 答 12● mの 円 第 力持 つ ^

G-3

土朧 器台 推定口径 11.4 cm キメ細かく繊密 明茶褐色 良

希
~x郡 用 画 ヘ フ暦 き。
器受都中央に直径0,9cmの 円孔を持つ。 G-3

土師器 器台 口雀蟄    9.8 cn 徴砂粒を歩く含む 黄茶色 不燐 器受部中央に直径1.6cmの円孔を持つ。 G-9

土師器 器台 口径   9.l cm 砂粒を含む 淡茶色 良
器受部は水平で、上面はクレーター状に

凹凸を呈す。
由 五 tr育躯 n4ぉ ぉ の 口 形 鍵 え 歩右 十

G-2

土師器 不
紳
臨
朧

ｍ

ｍ

ｍ

ｌ

２

８

４

９

３

抄 種 を多 く冨 み

キガ粗Vヽ 赤褐色 良 G… 2

土師器 小型丸底鉢
雑足器 高

口径
庫径

ｃｎ

ｃｍ

［

４

６

氏

９

５

１

キメやや粗い 茶褐色 良 内面底部にハケロ。 G-2

土師器 腕
紳
線
能

8,7 cm
口径 12.5 cm

費 父 かれ

キメ細かい 黒色 良

内・外面口辺郡標すデ住上げ。71・白杯部
斜め方向のハケロ後、ヘラ磨き。
荏 ぷ P,Aβ ね の 塞 え 歩 右 士

G… 6

土師器 小型壷 推定口径  9.4 cm
直 基      4R A ぉぉ

小礫を含む 茶褐色 良

内面月H部凍万同のアヽク H。
外面胴部縦方向のヘラ磨き。 G-7

土師器 塊

ｃｍ

ｃｍ

れ

も

６

っ

う

１

４

輛確
睦

砂粒を多く含む 茶褐色 良

内向口辺部から体部にかけてハグ H。
外面日辺部から体部にかけて縦方向のハ
ル 日絡  戯ほ曇

G-6

土師器 小型増
ｍ
ｍ
ｍ

３

２

０

０

９

１

輛唯
盛

砂粒を含む 茶褐色 良

PH白 口辺部標万回のアヽ夕 H。
内面胴部から底部ヘラ調整。
猟百11B蔀ハオ日/44盛費_

G-6

24 土師器 増
局
径
悠

希

口

庫

r.zocm
ll.7 cm
負 7 企耐

砂粒構 む 明茶褐色 良 内面口辺部横方向のハケロ後、磨き。 G-4

土師器 増

ｃｍ

ｃｍ

〔

２

９

五

７

２

氏

輌聡
盛

舞 れ を百 」

金雲母,石英
かか岳全J●

茶褐色 良

内面口辺部縦方向のヘラ磨き。外面口辺
部か卵 部にかけて縦方向のヘラ磨き。
HEI獣下≧結ナ白のヘラ盛去_

G-3

土師器
広口口縁
小型壷 底径     3.O cm

υ 柾 ,■ 係`

を多く含む
諄 麹 お しヽ

茶褐色 良 内・外面積方向のハケロ後、ナデ。 G-2

-6-



Nc ′リット

土師器 小型壷

ｍ

ｍ

ｍ

２

６

４

７

８

１

緬聡
膝

υ 頭五、/J｀号R
を多く含む

■ ヱ釦 九 しゝ、

茶褐色 良 内面胴部上半機方向のハケロ。 G-4

土師器 小型短顕壺

岩彗高      6.7 cn
口雀ヨ    5.6 cm
庫 丞々     氏 ク r蘭

3mm削 後 の

小礫を含む
キDt細 う`い

褐色 良

円由口辺部棋万回のハケ日。

外面口辺部及び胴部下半縦方
6おハル日

-1

土師器 小型鉢
希働      7.5 cm
推定口径  8.9 cm
底径      5.7 cm

キメ細かく緻密 淡茶色 良

剛 宝 葎 友 ひ /1・□ 上 f― 円

の磨き。 G-3

土師器 小型壷
推定器高 14.5 cm
口径    7.7 cm キメ細かく緻密 茶褐色 良

外白口辺部標万同のヘフ踏き。
Л同部縦方向のヘラ磨き。 G… 2

土師器 短頚壷
器高    11,7 cm
推定口径  6.O cm
庫盛     R A ●RI

員 狛 、ね 央

を含む
キ メ珀 い

明茶褐色 良

内 回 愚 V｀ グ 日。
外面胴部横ナデ。
一 獣 織 ナ 由 ゐ ヘ ラ盛 曇

G-5

土師器 小型壷 キメ細かく緻密 明茶褐色 良 外面胴部縦方向のヘラ磨き。 G-2

土師器 小型壷
推定器面 12.5 cm
推定口径 10,4 cm

ZHIIn刷俊 f/7

小礫を含む 暗茶色 良

外 向 毅 部 ハ グ 日後 、暦 きか 廼

さオ蕗。 G-4

土師器 壷

百

径

盤

器

口

諄

ｃｍ

ｃｍ

〔

２

３

１

５

０

Ａ

全体に小礫
を多く含む
諄父・4い

淡茶色 やや良

内面何辺部か朔 部上半検方向のハケ

目。下半斜め方向のハケロす外面口辺部
解士山のハオ同_猟面FE蔀カレーを一拌_

G-4

上師器 壷

射幸両    14.6 cm
推定口径 11。 O cm
陣盛      氏 7 r・m

キメ細かく緻密 白茶色 良

内面全体lin描きが施される。
外面胴都ハケロ後、縦方向の
ヘラ磨去_

G-7

土師器 壷

亜
　
ぬ
　
”

７

１

，

６

８

Ｒ

同
径
怒

器
口
諄

υ徹菊 」

キメ粗い 淡茶褐色 良 外面月同部全体にハケロ。

G一 〇

n_五

土師器 短頚壷
推定器高 14.8 cm
推定口径  6,3 cm
推定底径  5.2 cm

砂粒、小礫
を多く含む
キ メ知 い

明茶色 良

内。外面胴部上半横方向のハケ
目後、横ナデ。外面胴部縦方向
の 盛 豊

G-4

土師器 壷

署酪]弱     17.O cm

直径      7 R ttm

4｀操 、4H央
を含む 茶褐色 良

n口 宝 件 傾 力 iIEJリハ ヶ 日復 、
磨き。外面全体斜め方向のヘラ
臨 妻

G-5

土師器 短項壷
雑だ器両 16.5 cxn
推定口径  7.O cm
庫径     4_R 全納

キメやや粗い 明褐色 良

困 白 属 部 ハ タ ロ。

外面胴部に一部磨き。 G-3

土師器 壷 推定口径 15,9 cm 砂粒を多く含む 淡茶色 良

困・ 外 向 口逆 部 棋 ア ア 仕 上 げ 。

胴部から底部欠損。 -1

土師器 壼 推定口径 15,O cm
zHnHIButtf/9

小礫を含む
内面 淡褐色

外而 隅極tl

良

困 向 口迎 郡 棋 万 同 のハ グ 日後 、

ナデ。外面口週部縦方向のハケ
胃客 +7~_閥 蔀 か ム庫郵 々 糧 ^

G-4

土師器 菫 or甕 推定口径 18.2 cm
け紅 τ多く冨む
キガ糧い 茶褐色 螢 良

内面日辺部から頸部1動 けゝて積方向のハケ

H後、日辺部のみナデ整形。外面頚部から G-3

土師器 壼 口径   25.5 cm
小 操 ど 多 く冨 げ

キメ粗い 淡茶色 やや良

口辺 上 部 に 編 杖 。

外面頚部縦方向のヘラ磨き。 G-4

土師器 壺 推定口径 16.6 cm 砂粒を多く含む 明茶色 良

内面口縁部かLAR部中央検方向のハケ

目。鰯部下辛斜め方向のハケロ。外面頚
鍬九ゝ云臨蔀下準静JT向のハオ日本

G-5

土師器 壷 口径   13,6 cm
υ ttτ多 く

‐
Hげ

キメ粗い 明茶色 良

肉面口辺部梗ナデ仕上げ。
外面顕部縦方向のクシロ後、ナデ。
隔 熱 か 兆虞 魂 々 掲 ^

G-0

土師器 壷 榊臨
嗣

銀

ｃｍ

”

υ

５

Ｒ

０

３

７

Ｚ

ｌ

卵 τ 多 く哲 げ

キメ粗い 淡茶色 良

有段H盈 内面H線から日辺部ヘラ磨き。頸
締 ち底部検方向のハケロ。外面頚都縦方
面の協樹_奎蔀かA底急諄芳歳のヘラ藤芸_

G-lC

土師器 壷

ｃｍ

ｃｍ

ｍ

０

６

Ｒ

イ

一■

７

を

１紳略
酪

4｀傑 τ 少 ヽ百 q_r

キメ粗い 明茶色 良

用 口 韻 沖 ひ う屋 首bにか tyKハ グ 日
後、ナデ。外面口辺部縦方向のハ
ケロ客 _ナザ ^闇魂所たに磨獄^

G-4

土師器 壷

孫 島     狗 。O Cm
推定口径 13.6 cm
題自Ftt      q tt r・h

/J｀研を定々 rtF
キメ細かく緻密 茶褐色 良好

内面口辺部横方向のハケロ後、ナデ整

腕 外面口辺部か頻 部維方向のハケロ
惚 ‐=と彰 隠叡およ産獣へ与融曇

G-0

土師器 壷 底径    10.5 ctll
3x4m副 後 の
小礫を含む

外面底都黒髄

内面  明茶色 良

内面全体tυ ケヽ‖。外画胴部下半
斜め方向のヘラ磨き。胴部から底部
鋒■由ゐハル日 R耐欺 卜とか々指

G-5

土師器
S写状 口漂
台付寝 推定 口径 17.5 cm

刑 操ヽ 、長 れ 、

金雲母を含む 明茶褐色 良

/1・口 胴 部 籍 の 万 円 f/9ハグ 日。

胴部から台部にかけて欠損。 G-2

土師器
S写状 口縁
台付義 推定口径 14.2 cn

小 操 、長 r4、

金雲母を含む 淡茶色 良

内面頚部検方向のハケロ。日辺部検ナデ。

外面頚部から層都縦方向のハケロ。肩都下 G… 2

土師器
S字状日縁
台付甕 口径   17.8 cm 小礫を少量含む 淡茶色 良

外面口辺部槙ナア往上げ。

外面】同部上半縦方向のハケロ。
胴 鍬 労、汰会 獣 I「お BIて々 担 _

G… 1

／
　
／／

-7-
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D

土師器

S宇状口縁

台付甕 推定口径 16.9 cm
lmm前後の
小礫を含む 明茶褐色 良

外面口辺部横ナデ仕上げ。

外面胴部上半縦方向のハケロ後、一部
r+ギ歩常士 RB数あ、大4飯府娼

G-4

上師器

小型S字状

日縁台付甕 口径    7.6 cm
諄 基    4nぉ れ

石英、長石

を多く含む
諄 メ湘 い

明褐色 良

外面日辺部横ナデ仕上I九

外面胴部に斜め方向のハケロ後、ナデ
滋 彰 4uRや 娼

G-0

土師器

S字状日緑

台付義 日径   lo.3 cm 砂粒を多く含む 暗茶色 良

外面口辺部横ナデ仕上t兆

外面胴部上半斜め方向のハケロ。
置 獣 構 士 白 ゐ ハ オ 日 曜 獣 けf下を 通

G-7

土師器

S宇状日縁

台付甕 口径   11.15cm
金雲母、長石

を多く含む

内面 茶褐色

水 言 里 な れ

良

日辺部横ナデ仕上げ。
外面胴部上半斜め方向のハケロ。
隠 数 け,(を 担

G-2

上師器

S字状口縁

台付養

器高    32,4 cm

日径   16.l cm
虐′丞    1^ ぉ かh

金筆母を歩く含む

黒茶色

台部  茶褐色
に面 白1カ凱 逃な独

良

外面胴部から台部に力ヽサて斜め方向の

ハケロ後、ナデ整形。 G-3

上師器 台憾

疸こ4墨     lo.5 cm

砂粒を含む

金雲母を少量台勘 明茶褐色 良

外面胴部から台部にかけて縦方向の
ハケロ。台部の一部ナデ整形。
n趣 数 あ スゝ 阻 uR由 五 ↓ お 歩 々 娼

G-2

と第2表]   遠物観察表 (石器)

No 器 種 器 杉 計測 恒 グリット 傭 考

S-1 石器 打製石弁
長軸   13.l  cn
短軸   S.7 cm
匠k     刊 o  ぉぃ

G-5

S-2 石器 打製石斧
ｍ
ｍ
　
ｍ

３

２

４

珊
軸
Ａ

資
短
匡

G-5

S-3 石器 打製石斧 ｍ
ｃｍ
中

イ

７

∩

珊
軸
六

長
短
匡

G-7

S-4 石器 打製石弁
ぬ

凛

耐

９

９

４

釉
軸
点

長
短
巨

G-8

S-5 石器 打製石斧
ｃｎ
ｃｍ
〔

９

４

１

軸
軸
大

長
短
度

一括

S-6 石製品
長軸
短軸
鷹大

ｍ

ｍ

れ

８

４

０

６

５

ｎ

G-8

S-7 石器 磨製石鏃
ｍ
ｍ
怖

２

１

〔

鰤一脚賤
重量  1.78 = G-4

S-3 石器 石鏃

長刺    l.6  cm
え頚騎    1.5  cm    垂lJtt  O。 48 8
巨 大    n 負  ぉ怖

G-5 水品製 パ子|「 |
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第 3章 ま と

はしbに

今回の調査では、面積は小規模であったが金の尾遺跡全体の性格を知るうえで大きな成果を得ることができた。

特に環濠遺構の調査は金の尾遺跡の集落規模を特定するばかりでなく、弥生集落の消滅段階を探るうえで重要な

ものとなった。

環濠跡は最大幅 2.5m、 最深部で 1.45mを 測り、V字型を呈す濠である。N-210° ―Eで北北東か
ら南南西にかけて構築されており北、南側へとさらに伸びている。ただ、遺構規模としては北側のグリット1～

4付近が最大を測り、南側に進むにつれ浅くなる。しかし、遺構底部のレベルには高低差が見られないため濠が

立ち上がっているとは言いがたい。調査区はもともと3枚の水田であり水田間は30～ 4 0cmの段差が生じてい

る。このことから遺構南側は水田開発によって削平されたものと考えられ、環濠構築時は平均 1.5mほ どの深
さがあったと推定される。

これまでの調査によって金の尾遺跡の居住域は東西 210m、 南】ヒ50m、 墓域は東西 210m、 南北 100
mと推測される。 1次調査によって明らかになった弥生後期集落跡の中で調査区北西端の第 28号住居跡と環濠

跡の直線距離は約 130m、 4次調査時の方形周溝墓群のなかで】ヒ端に位置した8号周溝墓からは直線にして 1
60mを測る。山梨県内における環濠の調査はこれまでに西八代郡三珠町上野遺跡におけるN2、 N3ト レンチ
内で確認された 1例だけであるが、トレンチによる部分的な調査であったため、環濠の全容を解明するには至っ

ていない。

今後、物見櫓など環濠関連の付随施設有無の確認や弥生時代後期環濠集落の全容を解明する上で、環濠の南北

延長線の確認と集落域の範囲特定などが急務となろう。

遺物は、遺物番号 1～ 4の壼などの上器類及び石器番号 7の磨製石鏃が 2世紀末から3世紀初頭の弥生時代後

期中頃、甲斐弥生編年 (註 1)の V期に該当するものと考えられる。

今回の調査でもっとも多くの遺物は環濠が lmほど堆積した段階で出上している。すべてが古墳時代初頭の古

式土師器である。重形土器を見ると最大径が体部下半にあり、最大径から屈曲して底部に至るもの (土器30、 32、

36、 37、 39な ど)と最大径が体部中程にあり緩やかに底部に至るもの (46、 47)に大別される。

台付甕は実測可能なものがS字状日縁が 9例である。しかし、図面化しえなかったが台付甕の台部の数は96
個を数え図化したものを加えると98個体分となる。S字日縁部も多く出上しているがすべて口縁部は鋭利さを

欠き、丸みをおびる。肩部のハケロは横方向が残るもの、横方向が消え羽状ハケロが鮮明になるもの、羽状ハケ

目が無くなリハケロが施されない部分が看取されるものに分類され、甲斐 S字型編年 (註 2)の 4～ 6期に該当

するものと考えられる。

器台は図化されなかったものも含め 32個体、高郭は同じく41個体におよぶ。

おわりに

今回の調査によって発見された環濠は、出土遺物によって 3世紀前半にはその機能を失い、4世紀前半には 1

mほどの堆積があり、濠の部分は若干の凹地になっていたことが確認された。弥生後期における集落の衰退過程

や甲府盆地における弥生から古墳時代への移行を探る上で重要な発見となった。また、堆積過程で出上した遺物

は、壷、甕類などからその年代は4世紀前半から5世紀初頭までの土器と考えられる。堆積土などから土器が出

土する第 3層形成時は小ナIIのような小流があったと思われる。4世紀代の壼形土器の殆どが日縁部だけを欠いた

め

-21-



状態で出上していることなどから環濠遺構は古墳時代初頭にはその姿を祭祀関連の場所へと変容していった可能

性が考えられよう。なお、遺構南側において古式上師器の出上が少なかったのは前述のように、開墾による削平

が影響しているものと思われる。

現在までのところ、 4世紀代に該当する遺構は金の尾遺跡内では住居跡 1軒だけである。金の尾遺跡及び周辺

遺跡を調査、研究する上で当該期の遺構の発見が時代の変革期を探る貴重な手がかりとなろう。

最後に発掘調査から報告書作成に至るまでご教示、ご協力を頂いた多くの方々に厚くお礼申し上げる。

註 1 1993

中山誠二

「甲斐弥生編年の現状と課題一時間軸の設定一」『研究紀要9』 山梨県立考古博物館・山梨県埋蔵文化財センター

註 2  1993

小林健二

「外来系から在来系ヘー甲斐のS字甕の変遷」  〃

参考文献 堀ノ内 泉 1989 『上野遺跡』三珠町教育委員会

環 濠

壷棺出土地点

平安中 。後期集落

弥生後期集落

周濤墓群

縄文後期土坑群

第 14図 金の尾遺跡遺構位置図
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【図版 1】

金の尾遺跡全景 (北より)



【図版 2】

環濠跡全景 (北より)



【図版 3】

弥 生 土 器



【図版 4】

出土遺物 (上器)



【図版 5】

出土遺物 (土器)



【図版 6】

S-2

困
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出土遺物 (石器)

土師器出土状況

環濠跡土層断面状況

発掘調査参加者
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